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自動化を設計する 

PL500 試験では「自動化を設計する (25–30%)」の範囲でクラウドフローとデスクトップフローの違い

や連携方法、トリガーの種類、実行方式、対象アプリケーションとの操作手段、AI や作業キューの活用

などが出題されます。 

重要なのは Power Automate の各機能を理解し、業務に適した自動化を設計できる力の理解です。 

 

1. Power Automate の機能を使用して自動化を設計する 

1.1. Power Automate エコシステムを活用する 

 

1.1.1. 概要 

Power Automate は、クラウドフロー、デスクトップフロー(PAD)、AI Builder、Dataverse などの複数

のコンポーネントから構成される自動化プラットフォームです。 

これらを組み合わせることで、業務プロセスの自動化を柔軟かつ効率的に設計できます。 

 

1.1.2. Power Platform との連携 

Power Apps、Power BI、Cipilot Studio などと連携することで、データの収集・分析・対話型処理を統

合した自動化が可能になります。 
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1.1.3. コネクタの活用 

多数のコネクタを利用して、Microsoft 365、Dynamics 365、Salesforce、Google サービスなどと連携

できます。 

   ▼コネクタの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1.1.4. AI Builder の利用 

フォーム処理、オブジェクト検出、予測などの AI 機能を自動化に組み込むことができます。 

 

   ▼アクションとして追加可能 
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1.2. クラウドフローとデスクトップフローを区別する 

1.2.1. 概要 

クラウドフローは Web ベースのサービス間連携に、デスクトップフローはローカルアプリケーション

の操作に適しています。 

 

1.2.2. クラウドフローの特徴 

イベントトリガーやスケジュールに基づいて、クラウドサービス間のデータ処理を自動化します。 

 

 

イベント（SharePoint へのデータ作成）をトリガーとするフロー例▶ 

 

 

 

 

 

 

 

1.2.3. デスクトップフローの特徴 

RPA 技術を用いて、GUI 操作（クリック、入力、スクロールなど）を自動化します。 

 

▼GUI 操作のアクション例▼ 
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1.2.4. 適用場面の違い 

・クラウドフロー：API 連携が可能なサービスに適しています。 

・デスクトップフロー：API がないレガシーアプリケーションに適しています。 

 

1.3. デスクトップフローとクラウドフローを使用して自動化を設計する 

•1.3.1. 概要 

クラウドフローとデスクトップフローを組み合わせることで、 

クラウドサービスとローカルアプリケーションの両方を対象とした 

自動化を構築できます。 

 

ただし、主に以下のような前提条件を満たす必要があります。 

・Dataverse 環境が有効であること 

・実行対象 PC に Power Automate Desktop および Power Automate 

ランタイムサービスがインストール・構成されていること 

・実行対象 PC のマシン登録が完了していること 

 

•1.3.2. フロー間の連携 

クラウドフローから「デスクトップ用 Power Automate で構築したフローを実行する」アクションを

使用して、デスクトップフローを呼び出す▼ことができます。 

 

 

 

 

 

•1.3.3. データの受け渡し 

入力パラメーターと出力パラメーターを使って、クラウドとデスクトップ間でデータをやり取りできま

す。 

    ▼デスクトップフロー(PAD)の入出力変数セクション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：出力変数の定義 - Training | Microsoft Learn 

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/input-parameters/5-define-output-variable
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1.4. クラウドフローのトリガーの種類を区別する 

•1.4.1. 概要 

トリガーはフローの開始条件であり、クラウドフローの設計において最も基本的な要素の一つです。 

•1.4.2. 自動トリガー（自動化したクラウドフローの開始） 

イベント（例：メール受信、ファイル作成など）によって自動的にフローが開始されます。 

   ▼自動トリガー選択画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

•1.4.3. 手動トリガー（インスタントクラウドフローの開始） 

ユーザーがボタンを押すなどの操作でフローを開始します。Power Apps や Power Automate モバイ

ルアプリからも実行可能です。 

   ▼手動トリガー選択画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



自動化を設計する MSHACK 

 

•1.4.4. スケジュールトリガー（スケジュール済みクラウドフローの開始） 

指定した日時や間隔で定期的にフローを実行します。 

   ▼スケジュールトリガー設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.5. ターゲットアプリケーションとブラウザーを操作するためのオプションを区

別する 

•1.5.1. 概要 

デスクトップフローでは、ターゲットアプリケーションや Web ブラウザーを操作するために複数の手

法が用意されています。 

•1.5.2. UI 要素の認識 

アプリケーションのボタンや入力欄などの UI 要素を認識して操作します。 

     ▼「ウィンドウ内のボタンを押す」アクション設定例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：UI 要素を使用して自動化する - Power Automate | Microsoft Learn  

https://learn.microsoft.com/ja-jp/power-automate/desktop-flows/ui-elements
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•1.5.3. 画像認識 

UI 要素が認識できない場合、画像マッチングによって対象を特定します。 

     ▼画像タブで画像をキャプチャする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

•1.5.4. キーストロークとマウス操作 

キーボード入力やマウスクリックを記録・再生することで操作を自動化します。 

 

 

 

   ▼レコーダーウィンドウを表示して操作を記録する▶ 
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1.6. デスクトップフローを実行するためのさまざまな方法を区別する 

•1.6.1. 概要 

デスクトップフローは複数の方法で実行可能であり、用途に応じて適切な方法を選択する必要がありま

す。 

•1.6.2. 手動実行 

Power Automate Desktop アプリケーションから直接実行できます▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

•1.6.3. クラウドフローからの呼び出し 

クラウドフローの一部としてデスクトップフローを実行できます▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

•1.6.4. スケジュール実行 

スケジュールされたクラウドフローを通じて定期的に実行できます▼ 
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1.7. クラウドとデスクトップのフローを同時に実行する機能を評価する 

•1.7.1. 概要 

両方のフローを連携させて同時に実行することで、より複雑で柔軟な業務プロセスの自動化が実現でき

ます。 

•1.7.2. 同期実行 

クラウドフローはデスクトップフローの完了を待ってから次の処理に進みます。 

この同期実行により、クラウドとデスクトップ間での確実な処理の連携とデータの受け渡しが可能で

す。 

クラウドフローからデスクトップフローを呼び出すアクション自体は、同期実行のみ対応しています。 

 

1.8. 非アテンド型に対してアテンド型のデスクトップフローの実行を推奨する 

•1.8.1. 概要 

デスクトップフローには「アテンド型（Attended／有人）」と「非アテンド型（Unattended／無

人）」の 2 種類の実行方式があり、用途に応じて適切な方式を選択する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

有  人 無  人 

ユーザーとの対話または決定が必要 ユーザーとの対話または決定は不要 

手動でトリガー 自動的にトリガー 

自動化ではシステムがすでにログインしていると

想定されるため、サインインは必要ありません。 

Windows サインインは、事前定義されたユー

ザー資格情報を使用して自動化される 

出典：プロセス自動化のための有人および無人のシナリオ - Power Automate | Microsoft Learn 

•1.8.2. アテンド型の特徴 

ユーザーがログインしている状態で、ユーザーの操作を補助する形で実行されます。 

例：コールセンター業務の支援。 

•1.8.3. 非アテンド型の特徴 

ユーザーの操作なしに、バックグラウンドで完全自動実行されます。 

例：夜間バッチ処理や定期レポート作成。 

•1.8.4. 推奨の判断基準 

セキュリティ、コスト、実行環境（仮想マシンなど）を考慮して、どちらを使うかを判断します。 

https://learn.microsoft.com/ja-jp/power-automate/guidance/planning/attended-unattended
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1.9. クラウドとデスクトップのフローの HTTP アクションを区別する 

•1.9.1. 概要 

HTTP アクションを使うことで、外部の Web API と連携し、より柔軟な自動化が可能になります。 

•1.9.2. クラウドフローでの HTTP アクション 

「HTTP」アクションを使用して、REST API にリクエストを送信し、JSON レスポンスを処理できま

す。 

     ▼「HTTP」アクション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：導入 - Training | Microsoft Learn 

 

  

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/http-connectors/1-introduction


自動化を設計する MSHACK 

 

•1.9.3. デスクトップフローでの HTTP アクション 

「Web サービスの呼び出し」アクションを使用して、同様に API と通信できますが、クラウドよりも

制限がある場合があります。 

   ▼「Web サービスの呼び出し」アクション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

•1.9.4. セキュリティと認証 

OAuth 2.0 や API キーなどの認証方式を理解し、適切に設定する必要があります。 

 

10. 作業キューが自動化に適用できるかどうかを評価する 

•1.10.1. 概要 

作業キュー（Work Queue）は、複数のタスクを順番に処理するための仕組みで、大量処理や並列処理

に適しています。特に デスクトップフロー では、ローカル環境での繰り返し処理やエラー管理が重要

となるため、作業キューの活用が効果的です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：作業キュー - Power Automate | Microsoft Learn 

https://learn.microsoft.com/ja-jp/power-automate/desktop-flows/work-queues
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•1.10.2. 適用例 

顧客リストに対する一括メール送信、請求書の一括処理など、デスクトップフローによるファイル操作

やアプリケーション操作を伴う処理に適しています。 

•1.10.3. 評価ポイント 

タスクの優先順位、処理の分散、失敗時の再試行などの要件に応じて、作業キューの導入を検討しま

す。デスクトップフローでは、ローカルファイルやアプリケーションの状態に応じた柔軟な再試行ロジ

ックの設計が可能です。 

•1.10.4. Dataverse との連携 

Dataverse を使ってキューを管理し、クラウドフローからデスクトップフローを呼び出すことで、キュ

ーに基づいた順次処理を実現できます。 

これにより、クラウドとローカルの連携によるハイブリッドな自動化が可能になります。 

 

 ▼Power Automate の作業キューメニューで確認可能 

 

 

 

 

 

 

出典：作業キューの管理 - Power Automate | Microsoft Learn 

 

1.11. カスタム アクションを設計する 

•1.11.1. 概要 

標準アクションでは対応できない処理を実現するために、カスタムアクションを設計・実装します。 

カスタムアクションは Power Automate Desktop（PAD）の拡張機能であり、再利用可能な独自アクシ

ョンを作成できます。 

 

1.11.2. カスタムアクションの作成 

Power Automate Desktop 専用の機能です。C#コードを使用して.NET ベースで開発し、入力・出力パ

ラメーターを定義します。 

アテンド型 RPA ライセンスであれば、作成したカスタムアクションを PAD のアクションライブラリ

に追加して利用可能です。   ▼資産ライブラリ 

 

 

 

 

 

 

出典：カスタム アクションの使用 - Power Automate | Microsoft Learn 

https://learn.microsoft.com/ja-jp/power-automate/desktop-flows/work-queues-manage
https://learn.microsoft.com/ja-jp/power-automate/desktop-flows/use-custom-actions
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1.11.3. スクリプトの活用 

カスタムアクションではなく、既存の「スクリプト実行」アクションを使って PowerShell や Python

を実行できます。 

これは簡易的な拡張方法であり、カスタムアクションとは別のアプローチです。 

    ▼各「スクリプト」アクション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

•1.11.4. 再利用性と保守性の考慮 

カスタムアクションは、再利用可能な形で設計し、将来的な変更に対応しやすくすることが重要です。

バージョン管理やドキュメント化を推奨します。 

 

2. 他の Microsoft Power Platform の機能を使用して自動化を設計する 

2.1. キャンバスアプリとモデル駆動型アプリを含む自動化を設計する 

2.1.1. 概要   

Power Apps のキャンバスアプリとモデル駆動型アプリは、ユーザーインターフェースを提供し、クラ

ウドフローと連携して業務自動化を実現します。 
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2.1.2. キャンバスアプリの特徴   

自由なレイアウトで設計でき、ユーザー操作をトリガーにクラウドフローを起動可能。 

    ▼クラウドフローを起動する例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：Power Automate ペインを使用する - Power Apps | Microsoft Learn 

2.1.3. モデル駆動型アプリの特徴   

モデル駆動型アプリでは、クラウドフローを直接呼び出して自動処理を実行できます。 

たとえば、Dataverse のデータ変更をトリガーにフローを起動することが可能です。 

また、Dataverse のデータモデルに基づいて構築されており、ビジネスプロセスフローを使って業務手

順の標準化と自動化も実現できます。 

 

2.2. コネクタ、カスタムコネクタ、接続参照、クラウドフローの接続を使用して

自動化を設計する 

2.2.1. 概要   

コネクタは外部サービスとの連携を可能にし、カスタムコネクタや接続参照を使うことで柔軟な設計が

可能になります。 

2.2.2. 標準コネクタとプレミアムコネクタ   

▼Outlook などの標準コネクタと、Salesforce などのプレミアムコネクタの違い 

項目 標準コネクタ プレミアムコネクタ 

代表例 Outlook、SharePoint、Teams Salesforce、SAP、Oracle 

必要ライセンス Microsoft 365 ライセンスで利用可能 Power Platform の有償ライセンスが必要 

主な用途 一般的な業務アプリとの連携 業務システムや高度なサービスとの連携 

  

https://learn.microsoft.com/ja-jp/power-apps/maker/canvas-apps/working-with-flows
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2.2.3. カスタムコネクタの活用   

クラウドフローでは OpenAPI 仕様などを使ってカスタムコネクタを作成して独自 API と連携します。 

認証（OAuth 2.0、API キー）やエンドポイント設定を行い、クラウドフローに組み込むことが可能で

す。 

  ▼カスタムコネクタメニューから作成可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：カスタム コネクタを最初から作成する | Microsoft Learn 

2.2.4. 接続参照の役割   

ソリューション内で接続情報を一元管理し、環境間の移行を容易にします。 

 

2.3. Microsoft Dataverse を含む自動化を設計する 

2.3.1. 概要   

Dataverse は Power Platform の共通データサービスであり、データの保存・管理・連携に活用されま

す。 

2.3.2. Dataverse とクラウドフローの連携   

データの追加・更新・削除をトリガーにクラウドフローを実行することが可能です▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://learn.microsoft.com/ja-jp/connectors/custom-connectors/define-blank
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2.3.3. モデル駆動型アプリとの統合   

Dataverse のテーブルをベースにしたアプリケーションとフローの連携▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. データとドキュメントを分析および強化する自動化を設計する 

3.1. デスクトップとクラウドのフローでドキュメントを処理するための 

Microsoft AI オプションを区別する 

3.1.1. 概要   

AI Builder を活用して請求書や契約書などのドキュメントを自動で読み取り・分類できます。 

3.1.2. 事前構築済みモデルのドキュメント処理 

AI Builder を活用して定型フォーマットのドキュメントからデータを抽出できます。 

 ▼事前構築済みモデル「請求書から情報を抽出する」 
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3.1.3. 事前構築済みモデルのカテゴリ分類とエンティティ抽出 

AI Builder を活用して非構造化データを分析できます。 

 ▼事前構築済みモデル「テキストから重要な要素を抽出し、定義済みのカテゴリに分類する」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2. デスクトップとクラウドのフローでデータを処理するための Microsoft AI

オプションを区別する 

3.2.1. 概要   

AI Builder を使って予測、分類、感情分析などのデータ処理が可能です。 

3.2.2. カスタム AI モデルの予測 AI モデル 

売上予測や需要予測などに活用できます。 

 ▼カスタム AI モデル「履歴データから将来の結果を予測する」 
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3.2.3. 事前構築済みモデルの感情分析 

顧客のフィードバック（ソーシャル メディア、カスタマー レビュー）、または関心のある任意のテキ

スト データを分析することができます。 

  ▼事前構築済みモデル「顧客からのフィードバックを定義済みのカテゴリに分類する」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3. デスクトップフローで光学式文字認識 (OCR) 機能を推奨する 

3.3.1. 概要   

OCR を使って画像や PDF から文字情報を抽出し、後続処理に活用します。 

 ▼デスクトップフローの OCR アクション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：OCR を使用したアクションについての参考情報 - Power Automate | Microsoft Learn 

3.3.2. 活用例   

スキャンされた請求書から金額や日付を抽出。 

https://learn.microsoft.com/ja-jp/power-automate/desktop-flows/actions-reference/ocr
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3.4. 自動化の設計で使用する Document Automation Toolkit を推奨する 

3.4.1. 概要   

Document Automation Toolkit は、Power Automate と AI Builder を中心に構成された、ドキュメント

処理を自動化するための パッケージ済みソリューション です。 

3.4.2. 構成要素   

Document Automation Toolkit は、以下の 4 つのコンポーネントを組み合わせた、包括的なドキュメン

ト処理ソリューションです。 

 

・Power Automate：処理フローの自動化（例：メール受信、ファイル保存、通知など） 

・AI Builder：文書から情報を抽出するための AI モデル（例：請求書、領収書など） 

・Power Apps：ユーザーによる手動レビューや承認のための UI 

・Microsoft Dataverse：データとファイルの保存・管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：ドキュメント自動化ツールキット - AI Builder | Microsoft Learn 

 

  

https://learn.microsoft.com/ja-jp/ai-builder/doc-automation


自動化を設計する MSHACK 

 

4. デスクトップフローでスクリプト言語を使用して自動化を設計する 

4.1. PowerShell や Visual Basic スクリプト(VB スクリプト)などのスクリプト言語

を使用して自動化を設計する 

4.1.1. 概要   

デスクトップフロー内でスクリプトを実行することで、複雑な処理や外部ツールとの連携が可能になり

ます。 

4.1.2. PowerShell の活用例   

ファイル操作、システム情報の取得、Active Directory との連携です。 

     ▼PowerShell スクリプトの実行アクション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：スクリプト アクションのリファレンス - Power Automate | Microsoft Learn 

4.1.3. VBScript の活用例   

レガシーアプリケーションとの連携や簡易的な UI 操作です。 

    ▼VBScript の実行アクション 

 

 

 

 

  

https://learn.microsoft.com/ja-jp/power-automate/desktop-flows/actions-reference/scripting


自動化を設計する MSHACK 

 

4.2. JavaScript を使用した自動化のユース ケースを推奨する 

4.2.1. 概要   

デスクトップフロー では、JavaScript を使用して Web ページの DOM を操作することが可能です。 

JavaScript によって、Web 要素の取得、イベントのエミュレート、動的なページ操作が実現できます。 

4.2.2. 活用例   

・Web フォームの自動入力：JavaScript を使って、フォームフィールドに値を設定する。 

・動的要素の取得：ページロード後に生成される要素を JavaScript で取得し、処理に活用する。 

    ▼「Web ページで JavaScript 関数を実行」アクション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：JavaScript を使用してテキスト フィールドに入力し、リンクをクリックする - Power Automate | 

Microsoft Learn 

4.3. ドキュメントオブジェクトモデル(DOM)を使用する自動化を設計する 

4.3.1. 概要   

ドキュメントオブジェクトモデル(DOM)は Web ページの構造を表すモデルであり、JavaScript を使っ

て HTML 要素の操作が可能です。 

デスクトップフローでは、「Web ページで JavaScript 関数を実行する」アクションを使って DOM を

直接操作できます。 

4.3.2. 活用例   

特定の HTML 要素の値取得やクリックイベントの発火が可能です。 

・クリックイベントの発火のコード例 

function ExecuteScript() { 

  document.querySelectorAll('CSS-selector')[0].click(); 

} 

https://learn.microsoft.com/ja-jp/power-automate/desktop-flows/how-to/populate-text-fields-click-links-javascript
https://learn.microsoft.com/ja-jp/power-automate/desktop-flows/how-to/populate-text-fields-click-links-javascript

